


映画『古都』は、原作・川端康成の長編小説『古都J のその後、大人になった主人公たちの物語o 主演は、松雪泰子。京都の町で

伝統の継承に生涯を捧げる呉服屋の姉・佐田千重子と京都伝統の北山杉の里で働く双子の妹・中田苗子を一人二役で演じる。

また呉服屋の千重子の娘・佐田舞役に橋本愛。材木屋の苗子の娘・中団結衣役に成海璃子。その他、伊原剛志、奥田瑛二ら

実力派俳優が脇を固める。監督は、ハリウッドで、 8年映画作りを学んだ経歴を持つ Yuki Saito。また、本作の舞台である四季折々の

京都、更に着物、茶道、華道、書道、日本舞踊、そして禅の世界などがオール京都ロケの全面協力によって級密で、美しく、荘厳に描かれる。

島一一一一--一一. ~~〆
間

京都の四季折々の景色や、圧巻の日本文化の集大成、

さらにパリの都が、あなたを美しき古都の世界に誘います。

京都室町に先祖代々続く佐田呉服店。店を継し、だ日から20年、佐田千重子(松雪泰子)は、室町に生まれた宿命を娘の

舞(橋本愛)に背負わせていいものか葛藤していた。大学生の舞は、就職するべきか、店を継ぐべ、きなのか迷っていた。一方、

北山杉の里で林業を営む千重子の生き別れた双子の妹・中田苗子(松雪泰子/二役)は、深刻な経営悪化に陥って

いた。苗子の娘の結衣(成海璃子)は絵画を勉強するためパリに留学していたが、何を描きたいのかを見失い悩める日々を

送っていた。それを感じとつた苗子は結衣に会う為にパリ行きを決意する。舞も書道

の先生がパリで聞く個展へ同行する為にパリへ向かう。母から娘へ受け継がれる

伝統。京都の伝統に生きる家族の人生が今、交差しようとしていた一一。
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11/26C土)京都先行、12/3C土)全国ロードショー


